
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会員の皆さん、こんにちは！“城ネコ”こと、事務局長の望月です！ 

体温を上回るような災害級の気温に見舞われた今年の夏でしたが、やっと落ち着いてきましたね。 

私は城巡りにオフシーズンの無い人間なので、夏も藪漕ぎを楽しみながら草深き山城へ突撃します。

例年、虫よけスプレーを噴射していっても、容赦なく藪蚊がまとわりついてくるのですが、今年は

ほとんど藪蚊に出会いませんでした。気温が 37℃を超えると蚊も動きが止まるらしいです。まあ、

蚊がいないからと言っても全く快適ではありませんでしたが…(笑)。まだまだ暑さも続きますので、

気を付けて山城を楽しみたいと思います！ 

 さて、電子メールによる配信がいよいよスタートしました「のろし」ですが、さっそく催しのご

案内をさせていただきます！昨年の 9月に開催し、好評をいただきましたミニ見学会を今年も開催

いたします。今年のテーマは『今川氏親の遠州侵攻』です。今回はシリーズ①として、掛川市にあ

る美人ヶ谷城・滝ノ谷城・松葉城をめぐります。今後も数回にわたり、氏親の遠州攻略にまつわる

城を見学地として計画しておりますのでどうぞお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から会員のみなさまへ！お楽しみ瓦版 
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静岡古城研究会 
 

秋のミニ見学会 

今川氏親の遠州侵攻 
－美人ヶ谷城・滝ノ谷城・松葉城－ 

シリーズ① 

 開催のご案内 

■実施日：令和 6年（2024 年） 9 月 15 日 (日) 9：30 出発 

※中止・延期の場合、前日 18：00 に決定し、ホームページにて告知 

※バス乗車場所が変更となる場合も前日 18：00 にホームページにてお知らせします 

■見学先： 美人ヶ谷城・滝ノ谷城・松葉城   脚力レベル★★★☆☆（３） 

■参加費： 会員３，０００円／一般４，０００円 

■乗り物： 市沢さんのバス 

■乗車地： ＪＲ掛川駅北口ロータリー 

■身支度： ハイキング程度の服装（滑りにくい靴・雨具）・弁当飲物類 

■担 当： 望月保宏会長、平井 登副会長、望月 徹事務局長 

■締切日： ９月１２日(木)までにメールにて s-kojouken@outlook.com まで 

■日 程： 9：30JR 掛川駅北口出発 → 10：00～11：00 美人ヶ谷城→11：15～12：30 滝ノ谷城（昼

食）→12：40 ～13：00 新東名掛川 PA（下り）トイレ休憩→13：30～14：30 松葉城→15：

30JR 掛川駅（解散） 

 



美人ヶ谷城（掛川市上西郷字美人ヶ谷） 

 城に関する文献資料は無いが、城跡周辺を地元では「シロノダン（シローダン）」と呼んでいる。

また山麓には「殿垣戸（トノガイト）」、「保戸垣戸（ホトガイト）」、「旗垣戸」、「太鼓櫓」と呼ばれ

る地名が残っており、江戸時代に編纂された『掛川誌稿』では「殿垣戸」と云所は石谷氏の宅趾と

も云う……、山頂を櫓の趾といひ……」と記され、石谷氏の居館跡と伝えられている。 

 倉真川とその支流である滝ノ谷川の合流点から北方へ 600ｍの、南へ延びる尾根上の東西約 100

ｍ、南北約 250ｍの範囲に築かれた連郭式の山城である。同城の縄張構造及びその規模から、室町

～戦国前期の今川氏親による遠江侵攻時の地域の混乱に際し、遠江西郷氏または石谷氏と推定され

る在地の豪族によって築かれた可能性が高いが、後世に改修を受けた可能性も否定できない。 

なお、地名の「美人ヶ谷」とは、『掛川誌稿』によれば、山の禿げた状態を称する「ビンゼ谷」

が転訛したものであると記されている。 

 

 

滝ノ谷城（掛川市上西郷） 

 史料がないため、確かな城史は不明である。江戸時代後期の地誌・『遠江国風土記伝』や『掛川

誌稿』などにも記述が無い。ただ、「ジョウヤマ」の地名が残され、城跡であるとの伝承はあった

ようである。南の美人ヶ谷城とは 800ｍほどの距離にあり、城の西直下を峠を越えて原谷川流域の

孕石方面に抜ける道（現・県道 39 号線）が通り、交通の要衝であるなど立地は類似するが、構造

が大きく異なり、築城または改修の時期、もしくは築城者・築城目的が相違する可能性も指摘され

る。現存する遺構から考察すると、切岸の高さや虎口の状況は高度な技術を要し、近くに集落も無

いことから、村や土豪の城とは考えにくく、「石ヶ谷氏（西郷氏）の城」よりも大規模な勢力によ

る組織的な軍事行動の中で作られたものと推測される。 

  

 

松葉城（掛川市倉真字松葉・城山） 

 佐野郡山口郷であった掛川市倉真字松葉に本拠を置く川井蔵人成信の居城松葉城は、島田市横岡

にある志戸呂城から、大代、粟ヶ岳北麓を経て掛川へ至る山間地ルート上に位置している。現在は

北側に新東名が通る。存在する倉真川南岸の丘陵上は東西 500ｍと広大であるが、極めて痩せ尾根

地形のため小規模な連郭式山城である。 

 明応二年（1493）四月に勃発した、管領細川政元のクーデターと言われる「明応の政変」。細川

氏に呼応した伊勢新九郎盛時（宗瑞）は堀越御所に足利茶々丸を攻めるも取り逃がしてしまう。 

 翌明応三年八月、宗瑞は茶々丸を支援する遠江守護斯波義寛配下の原氏など国人衆を牽制するた

めに遠江三郡に攻め込む。明応五年に入りそれを好機とみた今川氏親は遠江へ侵攻し、『円通松堂

禅師語録』では九月に佐野郡山口郷（掛川市東部）を支配する松葉城主の川井（河井）蔵人成信が

戦死したと伝えている。『掛川誌稿』では、島田市横岡の志戸呂城主鶴見播磨守が「明応五年九月

十日、佐野郡倉真村松葉ノ城ヲ襲テ、城主河井蔵人成信カ為ニ討ル」とあり、今川軍侵攻に混乱し

た国人衆の争乱の中で討たれた事を伝えている。 

 

 



 

 

 



 

 

 


